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あ

ん

な

い

2019年春闘「怒りの労働者総行動」
　１月31日（木）大阪府下　　
　早朝宣伝、経済団体などへの申し入れ行動など

2019年春闘学習決起集会
　2月20日（水）18：30～
　国労大阪会館３F大会議室
　講師：石川康宏神戸女学院大学教授

日
本
の
マ
ラ
ソ
ン
の
は
じ
ま
り

サ
ム
ラ
イ
マ
ラ
ソ
ン

【とき方】二重カッコをアルファベッ
ト順に並びかえてください。あらわれ
た言葉・成句・詩歌が答えです。

好クリーン好クリーン
（映画案内）ス

☎ 06-6357-6462　　⒝ 06-6357-1065大阪労連共済事務局 大阪労連共済は自治労連・大教組・国公労連・医労連・福保労の各共済とは制度が違います。

大阪労連

共済 .どっと来む 98

安
中
藩
（
現
在
の
群
馬
県

安
中
市
）
で
は
、
藩
主
の

板
倉
勝
明
が
ア
メ
リ
カ
と

の
戦
に
な
っ
た
時
の
た
め

に
藩
士
の
心
と
体
の
鍛
錬

を
す
る
た
め
に
、
突
然
城

か
ら
熊
野
顕
現
神
社
ま
で

の
15
里
の
「
遠
足
（
と
お

あ
し
）」
を
命
じ
ま
す
。

し
か
も
、
勝
者
に
は
何
で

も
望
み
を
か
な
え
る
約
束

も
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
安
中
藩
に
何

代
も
続
い
て
潜
り
込
ん
で

い
た
隠
密
の
唐
沢
甚
内 

（
佐
藤
健
）
は
、
い
き
な

　

ペ
リ
ー
が
浦
賀

に
や
っ
て
き
て
、

江
戸
と
い
う
時
代

が
大
き
く
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
た
幕

末
。
安
政
２
年

（
１
８
５
５
）
の

り
の
遠
足
に
戸
惑
い
、
幕

府
に
こ
の
こ
と
を
報
告
し

ま
す
。
幕
府
は
「
謀
反
の

疑
い
」
と
決
め
つ
け
刺
客

を
放
ち
、
勝
て
ば
な
ん
で

も
か
な
う
夢
の
遠
足
が
、

藩
の
存
亡
を
か
け
た
戦
い

に
変
貌
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
の
走
り
方
と
は
全

然
違
う
「
難
波
走
り
」
で

走
る
姿
は
滑
稽
で
す
。
し

か
し
、
時
代
劇
の
醍
醐
味

の
殺
陣
は
、「
る
ろ
う
に

剣
心
」
で
試
さ
れ
済
み
の

佐
藤
健
は
も
ち
ろ
ん
、
か

っ
こ
い
い
！
と
唸
っ
て
し

ま
す
。

　

安
中
市
が
マ
ラ
ソ
ン
発

祥
の
地
と
呼
ば
れ
て
い
る

の
は
、
こ
の
時
、
勝
明
が

遠
足
の
着
順
を
記
録
し
、

競
い
合
わ
せ
た
か
ら
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

藩
主
勝
明
に
は
長
谷
川

博
己
、
雪
姫
は
小
松
菜
奈

他
、
豊
川
悦
司
、
染
谷
将

太
、 

門
脇
麦
な
ど
ベ
テ
ラ

ン
と
若
手
の
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
で
見
応
え
が
あ
り
、

特
に
老
藩
士
役
の
竹
中
直

人
は
い
い
味
を
出
し
て
い

ま
す
。
原
作
は
、
超
高
速

参
勤
交
代
の
著
者
の
土
橋

章
宏
氏
。
２
月
22
日
か
ら

全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
。

お得なガン保険、自動車共済

ヒ
ン
ト　

ボ
ー
っ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ
ね
ー

よ
！
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に出

題
＝Mr.BON

な
こ
と
。
～
が
す
る　

�
命
が
け
で
守
る
こ
と
。
１

点
を
～
す
る

�
書
い
た
言
葉
。
漢
～
・
論

～
・
作
～

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
朝
の
食
事

❺�

の
こ
ぎ
り
の
略
。
糸
～

❼�

ふ
る
さ
と

❽
左
利
き
の
俗
語

❾
も
は
や
〇
〇
も
得
も
な
い

��

お
だ
や
か
で
道
理
に
あ
て

は
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
～

な
意
見

��

空
を
飛
び
か
け
る
鳥

�
ラ
イ
ラ
ッ
ク
に
同
じ
。
～

タ
テ
の
カ
ギ

❶
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
略
。
板

～
❷
生
き
る
こ
と
の
苦
し
い
こ

の
世
。
～
の
な
さ
け
、
～

の
風

❸
エ
ン
ゲ
ル
係
数
に
関
係
深

い
費
用

❹
何
か
〇
〇
か
九
日
十
日

❺
乗
っ
取
る
こ
と
。
～
犯

❻
蝶
が
羽
根
を
広
げ
た
形
の

白
い
花
を
咲
か
せ
る
ラ
ン

の
最
高
品
種

❽
し
ろ
が
ね
。
〇
〇
世
界

�
王
者
の
く
ら
い

の
花

��

図
書
館
に
勤
務
す
る
専
門

職
�
追
試
験
の
略

��

～
は
泥
棒
の
は
じ
ま
り

��

闇
取
引
の
略
。
米
を
～
で

買
う

�
売
り
手
の
対

��

羊
肉
を
串
焼
き
に
し
た
中

近
東
の
料
理

��

草
本
植
物
で
葉
や
花
を
支

え
る
部
分

��

順
ぐ
り
に
日
を
延
ば
す
こ

と
。
雨
天
～

　

11
月
号
の
答
え
は
、「
へ

い
わ
と
じ
ん
け
ん
の
と
り
で

（
平
和
と
人
権
の
砦
）」
で

し
た
。
応
募
数
は
ハ
ガ
キ
41

通
、
メ
ー
ル
79
通
、
合
計
１

２
０
通
で
し
た
。
次
の
10
人

の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り

ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

川
西
孝
美
（
堺
市
職
労
）、

西
畑
和
恵
（
八
尾
市
職
労
）、

片
山
直
規
（
堺
教
組
）、
太

田
義
一
（
泉
北
教
組
）、
小

田
雄
史
（
自
交
総
連
）、
吉

「
パ
ズ
ル
」の
応
募
方
法

　ハガキまたはE-mailで〒・住所･氏名･組合
名を必ず明記してください。
〈宛先〉〒530-0034　大阪市北区錦町2-2 
　　　　国労会館1Ｆ　大阪労連機関紙係
E-Mail：kikanshi@osaka-rouren.gr.jp
〈締切〉２月５日（火）
　　　　〔発表は３月号〕
〈賞品〉�正解者の中から抽

選で10人に図書カ
ードを贈ります

田
英
男
（
国

労
大
阪
地
区

本
部
）、藤
井

喜
嗣
（
大
私

教
・
千
代
田

分
会
）、井
上

幸
司
（
さ
つ

き
福
祉
会
分

会
）、觜
忠
治

（
全
港
湾
阪

神
支
部
三
協

運
輸
分
会
）、

青
田
敏
広

（
年
金
者
組

合
吹
田
支
部
）

　万博が大阪に決定してから再開した大阪府議会
に向け、12月10日に、府民連が呼び掛けた府庁
包囲の昼休み集会とデモが行われました。集会で
はカジノ万博に莫大な税金を投入するより、府民
の暮らしをあたためる府政へ声を上げていこうと
呼びかけ、元気よくデモ行進が行われました。

IR、カジノがあって、愛は無い

©“SAMURAI MARATHON 1855”Film Partners
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�
視
覚
と
聴
覚
。
～

教
育

�
袖
な
し
の
短
い
胴

着
。
ベ
ス
ト

�
よ
そ
へ
行
く
こ

と
。
外
出
用
の
晴

れ
着

�
前
後
し
て
走
る
車

と
の
間
。
～
距
離

�
て
づ
る
、
手
が
か

り
。
～
を
頼
り
に

上
京

�
外
か
ら
見
て
立
派

　猪のイラストは、シシまたはチョ
と読み変えて下さい（タテとヨコで
読み方が異なる場合もあります）。

　あけましておめでとうございます。2019年も大阪労連は、
組合員のみなさんと力を合わせ、安心して働き続けられる職場
と憲法が活かされ輝く社会めざし、職場と地域から共同を広
げ、さまざまな取り組みをすすめていきます。そこで、今年の干
支、亥の組合員さんに今年の抱負などを語っていただきました。

　

私
達
は
、
市
立
貝
塚
病
院
の

婦
人
科
病
棟
と
泌
尿
器
科
・
整

形
の
混
合
病
棟
で
働
く
看
護
師

２
年
目
の
同
期
生
で
す
。
昨
年

は
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え

ら
れ
た
１
年
で
し
た
。

　

仕
事
は
、
機
関
紙
の
組
版

や
、
大
学
で
専
攻
し
た
特
技

を
活
か
し
て
動
画
の
編
集
を

し
て
い
ま
す
。
家
か
ら
近
い

し
、
働
き
や
す
い
職
場
で

す
。

　

入
社
し
て
半
年
。
仕
事
に

慣
れ
て
き
て
、
組
版
の
ル
ー

ル
な
ど
を
い
ち
い
ち
考
え
な

く
て
も
無
意
識
に
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
い
い
も
の
を
作

　

富
田
林
市
の
公
立
保
育
園
で

調
理
員
を
し
て
い
ま
す
。
約
２

４
０
人
の
子
ど
も
達
と
職
員
の

給
食
を
作
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
達
の
元
気
な
声
に
支
え
ら

れ
、
毎
日
楽
し
く
仲
間
と
和
気

あ
い
あ
い
と
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
元
気
だ
け
が
取
り
柄
で
す

が
、
そ
の
源
は
こ
の
仕
事
の
お

亥の年、要求実現にまっしぐら

る
こ
と
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
先
日

は
訪
問
先
で
、
自
分
が
作
成

し
た
名
刺
を
渡
さ
れ
ま
し

た
。
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る

の
を
実
感
し
な
が
ら
で
き
る

の
が
面
白
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
早
く
て
正
確
な

組
版
を
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
、
動
画
編
集
も
早
い
時

間
で
納
得
の
い
く
も
の
を
作

れ
る
よ
う
に
、
も
っ
と
腕
を

磨
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

組
合
の
活
動
は
、
仕
事
だ

け
で
は
付
き
合
う
こ
と
の
な

い
人
と
面
識
が
で
き
る
か

ら
、
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
て

い
き
ま
す
。 

術
目
的
の
患
者
さ
ん
が
退
院

し
た
時
の
自
宅
環
境
を
考
え

対
応
し
て
い
け
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
先
輩
方
に
助
け

て
い
た
だ
く
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
さ

ら
に
努
力
し
自
分
の
力
で
仕

事
が
出
来
る
よ
う
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

原
田
・
川
口　

　

こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ん
の

た
め
に
少
し
で
も
い
い
仕
事

が
で
き
る
よ
う
日
々
勉
強

と
、
病
院
で
働
く
人
た
ち
の

働
く
環
境
が
良
く
な
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

も
っ
と
い
い
も
の
を
作
り
た
い

初
心
忘
れ
ず
に
、さ
ら
に
努
力
し
て

暮
ら
し
も
仕
事
も
政
治
も
良
く
し
た
い

全
印
総
連
・
関
西
共
同
印
刷
労
組
　
片
岡
拓
海

阪
南
地
区
協
議
会
・
貝
塚
市
職
労
病
院
支
部

原
田
奈
央
、
川
口
成
美

大
阪
自
治
労
連
・
富
田
林
市
職
労
　
倉
畑
和
世

陰
だ
と
思
い
ま
す
。

　

富
田
林
市
は
認
定
子
ど
も
園

が
無
く
、
ど
の
保
育
所
も
一
体

感
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
労
働

組
合
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
今
の
市
政
は
労
使
合
意

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
が
、
４

月
の
市
長
選
挙
で
は
、
強
権
的

な
市
政
に
な
ら
な
い
よ
う
、
気

を
引
き
締
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
組
合
活
動
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し

て
猪
突
猛
進
し
て
、
解
決
し
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
４
回

目
の
年
女
の
今
年
、
暮
ら
し
も

仕
事
も
政
治
も
良
く
な
る
よ
う

に
、
新
春
か
ら
頑
張
り
ま
す
。

　福利厚生事務センターでは、「個人賠償責任共済」（賠償金１億
円・掛金1,500円/年）を昨年末も取り組みました。結果は前年実
績を超えることができました。ご協力ありがとうございました。
　さらに、自動車共済は、①掛金が手頃（安い）②他社からの等
級引継ぎ制度③安心の事故対応④充実の保障の４つのお勧めを組
合員にお知らせしながら、今年度も加入拡大を目指します。既
に、他社の自動車保険にご加入のみなさんは、まずはお見積もり
をしてみませんか。「こんなに手頃」と納得いく補償内容です。

　また、ガン保険は一時100人を割り、掛金10％割引返上の危
機がありましたが、みなさまのご協力もあり、現在140人の加
入者まで回復しました。こちらも、500人の加入者（掛金15％
引き）をめざして日々奮闘しています。ガン保険・自動車共済加
入を検討中のみなさんは、下記の連絡先にご連絡ください。

大阪労連福利厚生事務センター（有）
　☎ 06-6357-1077　Fax 06-6357-1065

原
田
奈
央
さ
ん【
右
】

　

婦
人
科
で
は
、
手
術
目
的
や

化
学
療
法
目
的
に
て
入
院
さ
れ

る
方
が
多
い
た
め
、
一
人
一
人

の
訴
え
た
不
安
に
気
付
い
て
い

け
る
よ
う
に
心
が
け
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
初
心
を
忘
れ
ず

に
日
々
努
力
し
、
知
識
を
身
に

つ
け
て
、
一
人
一
人
の
患
者
さ

ん
に
応
じ
た
看
護
が
出
来
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

川
口
成
美
さ
ん【
左
】

　

泌
尿
器
科
と
整
形
で
は
、
手


